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1.	  本技術調査専門委員会設置目的 

1980 年代の光熱磁気記録技術進展に伴い，マグネティッ
クス技術委員会はその技術調査や研究発展支援を行ってき

た。その技術の流れは熱アシスト磁気記録技術に引き継が

れ，平成 20 年 4 月から平成 23 年 3 月まで設置された「熱
と磁気によるナノ領域スピン制御ストレージ技術調査専門

委員会」，平成 23年 4月から平成 26年 3月まで「フォト・
スピントロニクス技術調査専門委員会」が設置され，この

分野の技術調査が行われることで，マグネティックス技術

委員会の活動はこの分野で大きく貢献してきた。これを引

き継ぎ，平成 26 年 4 月より，「フォト・マグノニクス技術
調査専門委員会」が平成 29年 3月まで設置され，この分野
の技術調査を行った。 
	 近年，世界的産業構造変革に伴う国内の技術産業再編

や研究分野縮小が急速に進み，学問分野と産業分野の連携

が難しくなっており，ある種の閉塞感が起こっている。特

にストレージ分野では，新技術導入に伴うリスク拡大によ

り，産業界での新たな取り組みへの難しさが顕著となって

いる。 
	 そこで，学会と産業界との協調体制として理学的取り

組みと工学的取り組みの両者が協力できる分野の技術調査

を進め，近接場光と磁性・マグノニクスの融合分野の技術

調査，光利用による超高速磁化応答解析による磁性・マグ

ノニクス分野の技術調査，光を利用した磁気記録技術分野

の技術調査，磁性・マグノニクス材料の基礎と応用に関す

る技術調査を行った。 
これらの技術的背景および内外機関における研究開発状

況として，熱アシスト磁気記録は，近接場光利用を前提と

して国内外で研究が進められ，磁気ヘッド内への表面プラ

ズモンアンテナ組み込み設計や実験が行われつつある。一

方，超短パルスレーザを利用した磁気物性も基礎と応用の

観点で興味深く，国内外での研究が進んでおり，光と磁気

の両者を結び付ける研究は重要な役割を担っている。さら

に，コヒーレンシーの高いスピン波を活用したマグノニク

ス分野の研究はこれから進展すると期待され，ガーネット

などの酸化物磁性材料を用いた非電荷のスピン波を活用す

る新たなデバイス研究を進める機運にある。スピン波生成

には，光の活用が重要であり，前述の近接場光を利用した

熱アシスト磁気記録や，超短パルスレーザによる磁気物性

解析に加え，光とマグノニクスの融合は新デバイス実現に

必須と考えられる。 
以上をふまえ，本フォト・マグノニクス技術調査専門員

会が平成 26 年（2014 年）4 月〜平成 29 年（2017 年）3 月
の 3年間の設置が認められた。 
以下，第 2 章以降に，各テーマに分けて技術調査結果を

報告する。また，各章，節の執筆者（敬称略）を以下にま

とめる。 
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